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第３学年 算数科学習指導案
日 時 平成１６年１１月１８日（木）５校時
児 童 ３年い組

男子１９名 女子１６名 計３５名
指導者 藤原 正克（はやて・基礎コース）

岩渕 桐香（こまち・発展コース）

１ 単元名 「かけ算のしかたを考えよう（かけ算のひっ算１ 」(東京書籍））

２ 単元について
（１）教材観

本単元は、学習指導要領の第３学年の内容Ａ（３ 「乗法についての理解を深め、その計算が確実にできるよ）
うにし、それを適切に用いる能力を伸ばす 」を受けたものであり、筆算形式による２、３位数に１位数をかけ。
る乗法計算の仕方について理解し、それを用いる能力を伸ばすことを主たるねらいとする。
子ども達は乗法九九については２学年で学習しているが、本学年ではその後を受けて、第１単元で、乗法九九

の意味理解を深めるとともに、乗法の交換法則や、乗数が１ずつ増減するときの乗数と積の変化の関係について
学習してきている。
本単元では被乗数が何十、何百の乗法を１位数どうしの乗法に帰着させて計算するやり方を理解し、その計算

ができるようにする。そして、この考えを生かして２位数、３位数に１位数をかける計算を行い、乗法の筆算形
式とともに、その計算の原理や手順について理解を深める。
なお、その際に下記の事項についての理解を深めるよう意図している。

○十進位取り記数法の原理の理解を基本とし、事実に即して分配法則の考えを用いること。
○乗法の（基準の大きさ）×（基準の大きさを単位とした数）という意味の理解を深めること。
○乗法に関して成り立つ結合法則について調べ、それを計算の仕方に生かすこと。
本単元の学習は本学年の第１３単元の２位数どうしをかける計算の基礎になるので、計算の原理や手順を確実

に理解させるとともに、技能的にも十分に高めておく必要がある。
本教材の関連と発展は以下の通りである。

２ 年 ３ 年 ４ 年

⑦ かけ算（１） ① かけ算 ③ わり算の筆算（１）
・乗法の意味と記号「×」 ・乗法九九の習熟 ・乗除混合式の計算
・５、２、３、４の段の九九の構 ・被乗数や乗数が０の乗法
成 ・乗法と積の関係

・ かけられる数 「かける数」の ・乗法の交換法則「 」
用語と意味 ・１位数×１０、１０×１位数

・被乗数または乗数が未知数の式

⑧ かけ算（２） ⑦ わり算の筆算（２）本単元 かけ算のひっ算（１）
・６～９、１の段の九九の構成 ・何十、何百×１位数の計算 ・ 商 「積」の用語「 」
・乗数と積の関係 ・２、３位数×１位数の計算と筆
・乗法の交換法則 算形式
・倍概念の基礎 ・乗法の結合法則

⑬ かけ算のひっ算（２）
・１、２位数×何十の計算
・２、３位数×１位数の計算と筆
算形式

・乗法の結合法則

単元の教材構造
第１・２時

何十、何百に１位数をかける計算

２位数×１位数 ３位数×１位数

第３（本時 ・４時 第８時）

部分積がみな１けた 部分積がみな１けた

第５時 第９時

一の位の数との部分積が２けた 一、十の位の数との部分積が２けた

第６時 第１０時

十の位の数との部分積が２けた、及び部 部分積がみな２けた、及び部分積を加え
分積がみな２けた たときに繰り上がりあり

第７時

第１１時部分積を加えたときに百の位に繰り上が
りあり 乗法の結合法則
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（２）児童観

本単元では、２、３位数×１位数の計算と筆算の形式について学習する。

児童は第２学年において、乗法の意味、乗法に関して成り立つ性質、乗法九九について学習してきている。そ

して、本学年の第１単元では、前学年の学習の上に立ち、０に関する乗法や１０×１位数、１位数×１０の乗法

などを学習し、０から１０までのかけ算を完成させてきた。

しかし、レディネステストの結果を見ると、単純な１位数×１位数の乗法計算は多くの子ができてはいるもの

の、どのような場面で乗法が適用できるのかといった乗法の意味理解や演算決定の力が身に付いていない児童も

いる。

本学級の児童は、算数科において、今年から担任ともう１名の教諭の２名による指導を受けてきた。最初の２

単元はＴ・Ｔによる指導で、次からは、等質２グループに分かれての指導を受けてきた。しかし、計算力の差も

大きく、まして、数学的な思考力に至ってはさらに差が開く傾向がみられた。

このような児童の実態から、前単元「たし算とひき算のひっ算」では初めて習熟度別２グループによる少人数

指導を実施し、グループの実態に応じた指導を行ってきた。本単元においても 「数と計算」領域ということか、

ら引き続き習熟度別少人数指導を行うことにする。

〔はやてコース〕

本コースには、算数を苦手としている子が多く集まっており、計算に時間がかかったり、既習事項を生かして

問題を解決していくことや筋道立てて説明したりすることにかなりの抵抗感を持ったりしている。

〔こまちコース〕

本コースには、算数の学習、特に計算を得意とする、あるいは好きだと感じている児童が集まっている。中に

は、新しい問題に対し、多様な方法で解決しようとする児童も見られるが、一通りの方法に留まっている児童も

いる。また、計算自体はできるが、文章問題などの問題場面をイメージすることが苦手な児童も多く見られる。

（３）指導観

〔はやてコース〕

上述のような本コース児童に以下のような手だてを講じた授業を行うことで、学力を向上させ、算数好きの子

を増やしていきたい。

ア 授業の導入場面において、乗法九九の復習を扱えたり、前時と本時との違いが明確になるような問題提示

のしかたを工夫する。このことにより、解決への意欲を高めるとともに、復習したことが本時の学習に生き

るようにする。

イ 既習の方法を生かして全員が解決できたり、全員の納得が得られるような確認をさせるための算数的活動

のさせ方を工夫する。

ウ 自力解決の段階において、やることが分からず時間を無駄にすることがないよう、課題を小刻みに与えた

り全員に解決の見通しをもたせたりするような指導を工夫する。

エ 筆算のやり方をただ覚えさせるだけでなく、既習事項を活用して自分で計算方法を見い出したり、その原

理やしくみを図や既習事項と結びつけて理解させたりするなど、既習の学習内容と筆算をつくり出していく

過程とを関連させるような指導を通して、数学的な見方や考え方を学ばせる。

また、これらの指導をしっかりした上で、乗法の筆算は、１位数×１位数（乗法九九）を繰り返すだけで

積が求められ、このやり方で被乗数が３位数、４位数と大きくなっても同じ手順で計算できるという有用性

に気づかせ、算数のよさを感じとらせたい 。。

オ １単位時間のうちに計算方法の理解と習熟までを行うような場合は、できるだけ習熟の時間を確保するよ

う、前段の指導をスピーディーになおかつ理解が深まるような指導を工夫する。

カ 単元前にレディネスの状況を把握し回復指導を行うとともに、１単位時間内においても、具体の評価規準

に照らして、児童の状況を見取り、一人一人に合った指導を心がける。



- 2 -

〔こまちコース〕

本単元の指導にあたっては、上述のような児童の実態を踏まえ、以下のような点に留意して指導していきた

い。

ア 既習の（１位数）×（１位数）の計算や（何十）×（１位数）の計算を使って、児童が自らその計算の

仕方を考える算数的な活動を大切にしたいと考える。なぜなら、本単元は乗法の筆算形式とともに、計算

の原理や手順についての理解を深めることをねらいとしているからである。また、児童自らがこれまでに

学習してきた十進位取り記数法や乗法九九などを基にして、新しい筆算の方法を考えていけるようにする

ことも大切であると考える。

イ 乗法が用いられる場面については、ことばの式やテープ図と対応させながら、繰り返し指導をしていく

ことで、文章問題などの問題場面をイメージする力を育てていきたい。その際、一人一人が書く活動を取

り入れるように留意したい。

ウ 乗数が２位数の場合の計算をする過程では、その結果や方法についての見通しを立てることが必要にな

る。すなわち、見積もりを生かした指導に配慮することが大切であると考える。

エ 乗法に関して成り立つ性質については、計算の方法を考えたり、説明したり、計算の結果の確かめをし

たりする活動を多く取り入れ、単なる計算の習熟だけではなく、これらの性質を用いることのよさに気付

くように配慮したいと考える。

３ 目標

○筆算形式による２、３位数に１位数をかける乗法計算のしかたについて理解し、それを用いることができる。

＜関心・意欲・態度＞・筆算形式による２、３位数×１位数の計算のしかたを、既習の乗法計算のしかたをもと

に考えようとする。

＜ 数学的な考え方 ＞・筆算形式による２、３位数×１位数の計算のしかたを、数の構成や十進位取り記数法を

もとに考える。

＜ 表現・処理 ＞・２、３位数×１位数の計算を筆算で正確にできる。

・乗法の結合法則を計算に用いることができる。

＜ 知識・理解 ＞・２、３位数×１位数の筆算のしかたを理解する。

・乗法の結合法則を理解する。
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４ 指導計画と評価計画

目 標 学習内容・活動 評 価 規 準 ・ 具 体 の 評 価 規 準時
関心・意欲・態度 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解 主な算数的活動

・何十、何百に ・九九表の空欄の ・何十×１位数の ・何十×１位数の 仮説イ
１位数をかけ 数の求め方を考 計算を、１位数 計算を１位数× ・２０×３の計
る乗法計算の える。 ×１位数の計算 １位数の計算を 算のしかたを
しかたを理解 ・２０×３の計算 をもとにして考 もとにして考え 模擬貨幣や図
し、その計算 のしかたを考え えようとしてい ている。 を使って考え
ができる。 る。 る。 る。

Ａ２つ以上の方法 Ａ２×３の計算を１
で考えている。 もとに２０×３

Ｂいずれかの方法 の答えを求め、
で考えている。 説明できる。

Ｂ２×３の計算を
もとに２０×３
の答えを求める
ことができる。

・３００×５の計 ・何百×１位数の 仮説イ
算のしかたを考 計算を１位数× ・３００×５の
える。 １位数の計算を 計算のしかた

もとにして考え を模擬貨幣や
ている。 図を使って考

２ える。Ａ３×５の計算を
もとに３００×
５の答えを求
、 。め 説明できる

Ｂ３×５の計算を
もとに３００×
５の答えを求め
ることができ

る。
・２位数×１位 ・２３×３の計算 ・２位数×１位数 仮説イ
数（部分積が のしかたを模擬 の計算を既習の ・２３×３の計
みな１けた） 貨幣や式などを 方法をもとに考 算のしかたを

３ の計算は、被 用いて考え、答 えている。 模擬貨幣や式
・ 乗数を位ごと えを求める。 などを用いてＡ２つ以上の方法
本 に分け、乗数 ・被乗数を位ごと 考える。で答えを出し、

説明できる。時 をかけて部分 に分け、乗数を
Ｂ１つの方法で答積をたして計 かけて部分積を
えを出すことが算することを たすことをまと
できる。理解する。 める。

・２位数×１位 ・２３×３の筆算 ・２位数×１位数 ・２位数×１位数 仮説ア
数（部分積が のしかたを位取 の筆算のしかた （部分積がみな１ ・２３×３の筆
みな１けた） り図と対応させ を既習の乗法九 けた）の筆算が 算のしかたを
の筆算形式の て考える。 九に帰着して考 できる。 位取り図と対

４ しかたを理解 ・筆算のしかたを えている。 応させて考えＡＰ７①の問題が
し、その計算 まとめる。 る。Ｂ２３×３の筆算 全問正解でき

のしかたを位取 る。ができる。
り図と対応させ ＢＰ７①の問題が
て説明できる。 ３問以正解でき

る。
・２位数×１位 ・１辺が１６㎝の ・２位数×１位数 ・２位数×１位数 仮説イ
数（一の位の 正方形の周長を （一の位の数と の筆算のしかた ・１６×４の計
数との部分積 求める式を考え の部分積が２け を理解してい 算を筆算です
が２けた）の る。 た）の筆算がで る。 るしかたを考

５ 筆算のしかた ・１６×４の計算 きる。 える。Ａ１６×４の筆算
ＡＰ８①の問題が の手順が言えるを理解し、そ を筆算でするし
５問以上正解。 とともに、そのの計算ができ かたを考える。

ＢＰ８①の問題が 原理を説明できる。
３問以上正解。 る。

Ｂ１６×４の筆算
の手順が言え
る。

・２位数×１位 ・４２×３、５８ ・２位数×１位数 仮説イ
数（十の位の ×３の筆算のし （十の位の数と ・４２×３、
数との部分積 かたを考える。 の部分積が２け ５８×３の筆
が２けた及び ・筆算のしかたを た及び部分積が 算のしかたを
部分積がみな まとめる。 みな２けた）の 考える。

６ ２けた）の筆 筆算ができる。
ＡＰ９①の問題が算のしかたを
７問以上正解。理解し、その

ＢＰ９①の問題が計算ができ
５問以上正解。る。
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・２位数×１位 ・２９×４や７５ ・２位数×１位数 仮説イ
数（部分積を ×４の筆算のし （部分積を加え ・２９×４や
加えたときに かたを考える。 たときに百の位 ７５×４の筆
百の位に繰り に繰り上がりあ 算のしかたを

７ 上がりあり） り）の筆算がで 考える。
の筆算のしか きる。

ＡＰ９②の問題がたを理解し、
７問以上正解。その計算がで

ＢＰ９②の問題がきる。
５問以上正解。

・３位数×１位 ・場面をとらえて ・２位数×１位数 ・３位数×１位数 仮説イ
数（部分積が 立式し、３１２ と同じ原理・手 （部分積がみな ・３１２×３の
みな１けた） ×３の計算のし 順を使って、３ １けた）の筆算 計算のしかた
の筆算のしか かたを考える。 位数×１位数の ができる。 を考える。

ＡＰ１１①の問題たを理解し、 ・筆算のしかたを 筆算のしかたを
が全問正解。その計算がで まとめる。 考えている。

Ａ２位数×１位数 ＢＰ１１①の問題８ きる。
の筆算をもとに が３問以上正
答えを求め、そ 解。
のやり方を説明
できる。

Ｂ２位数×１位数
の筆算をもとに
答えを求めるこ
とができる。

・３位数×１位 ・３８６×２の筆 ・３位数×１位数 仮説イ
数（一、十の 算のしかたを考 （一、十の位の ・３８６×２の
位の数との部 える。 数との部分積が 筆算のしかた
分積が２け ２けた）の筆算 を考える。
た）の筆算の ができる。

ＡＰ１１②の問題９ しかたを理解
が５問以上正し、その計算
解。ができる。

ＢＰ１１②の問題
が３問以上正
解。

・３位数×１位 ・９３７×４、 ・３位数×１位数 ・３位数×１位数 仮説イ
数（部分積が ５３７×３の筆 （部分積がみな （部分積がみな ・９３７×４、
みな２けた及 算のしかたを考 ２けた及び部分 ２けた及び部分 ５３７×３の
び部分積を加 える。 積を加えたとき 積を加えたとき 筆算のしかた
えたときに繰 に繰り上がりあ に繰り上がりあ を考える。10
り上がりあ り）の筆算のし り）の筆算がで
り）の筆算の かたを説明でき きる。

ＡＰ１２①②の問しかたを理解 る。
Ａ９３７×４や 題が１０問以上し、その計算
５３７×３の筆 正解。ができる。
算の答えを求 ＢＰ１２①②の問
め、その説明が 題が６問以上正
できる。 解。

Ｂ９３７×４や
５３７×３の筆
算の答えを求め
ることができ
る。

・乗法の結合法 ・場面をとらえ、 ・３つの数の乗法 ・乗法の結合法則 仮説イ
則について理 代金の求め方に では、前の２数 を理解してい ・具体物から場
解するととも ついて考え、検 を先に計算して る。 面をとらえて
に、３つの数 討する。 も後の２数を先 代金の求め方ＡＰ１３①の問題
の乗法が１つ ・３口の乗法を式 に計算しても答 を考える。を（ ）を使っ

て２通りのやりの式に表せる で表す。 えが同じになる
方で答えを求ことを理解す ・３口の乗法の結 ことを見いだし
め、答えが同じ11 る。 合法則をまとめ ている。

Ａ答えが同じにな になることを説る。
るわけを式に表 明できる。
して説明でき ＢＰ１３①の問題
る。 を（ ）を使っ

Ｂ答えが同じにな て２通りのやり
るわけを式に表 方でこたえをも
すことができ とめることがで
る。 きる。

・学習内容に習 ・ れんしゅう」 ・２、３位数×１「
熟する。 をする。 位数の計算がで

・学習内容の理 きる。
ＡＰ１４①の問題12 解を確認す
が１２問以上正る。
解。・学習内容の理
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ＢＰ１４①の問題解を深め、算
が９問以上正数へ興味を広
解。げる。

・ たしかめ」を ・既習事項を活用 ・２、３位数×１ 仮説ウ「
する。 し、どんな式で 位数の計算手順 ・生活場面をと

・ チャレンジ〕 解決すればよい や原理をを理解 らえて、立式〔
、 。生活場面をとら かを考えようと している。 し 計算する

ＡＰ１５①②の問えて立式し、計 している。
題が６問以上正13 算する。

Ａ既習事項を活用 解。
し、自力解決し ＢＰ１５①②の問
ている。 題が４問以上正

Ｂ既習事項を活用 解。
し、解決してい
る。
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５ 本時の指導〔はやてコース〕

（１）目標

・２位数×１位数の計算では、被乗数を位ごとに分け、乗数をかけてその部分積をたして計算することを理解

する。

（２）本時指導の考え方

本時は２時間扱いの１時間目であり、次時の筆算形式導入に結びつけるため、模擬貨幣を使って計算の仕方を

考える算数的活動を十分に行わせる。

模擬貨幣を使った活動は前時の「２０×３」の計算でも行っており、授業の最初にその復習をし、本時の考え

につながる既習事項をしっかりとおさえてから本時の課題に入る。そして、自力解決の段階で、２回の算数的活

動を行い、計算の原理をしっかりと確認しておく。

１回目の活動は 「２３×３」の計算を模擬貨幣を使って表す活動である。題意に沿って２３円を３つ分並べ、

ることができればよい。その後、全員でその並べ方を確認し、並べた模擬貨幣を見ながら、数えたりたし算を用

いたりして代金が「６９円」であることを理解させる。この確認した数が子ども達が解決していく手がかりとな

っていく。

答えが出た後の２回目の活動は、計算をつくっていく活動である 「この模擬貨幣の考えを今までに習ったか。

け算の式に表せないだろうか 」という問いかけに対して、貨幣を並べ直したり、図で考えたりしながら式を立。

て計算する活動を行う。そして、２３を２０と３に分ければ計算できるという新たな考えに気づかせ、次時の筆

算導入につなげる。

（３）展開

段 学習活動 予想される 指導上の留意点・手だて 評価規準 準備

階 算数的活動 児童の反応 具体の評価規準◎Ｂに到達した子への手だて

（評価方法）▲Ｂに到達しない子への手だて

１ 問題把握 ・１枚の値段が□円にな ・１枚の値段を□円として提示す ・問題文

つ １まい□円の色画用紙 っている。 ることで、□にどんな数字が入

を３まい買うと、だい金 るのだろうと興味を持たせる。

はいくらですか。

か （１）前時までの復習をす ・簡単な乗法九九で答えられる問

る。 題から始め、次に、前時までの

・□が５ ・５×３＝１５円 何十、何百×１位数の問題をや

・□が１０ ・１０×３＝３０円 らせる。

、 、・□が２００・・ ・２００×３＝６００円 ・全員参加 わかる問題から始め

む 意欲を高めておきたい。

（２）□が２０の場合の式 ・式２０×３＝６０ ・１０をもとにすると、２×３と

と答えを書き、模擬貨 答え６０円。 考えることができることを確認

幣で確かめる。 ・できた。 し、本時の考えに生かさせる。

（３）□が２３の場合で立 ・２３×３ ・言葉の式を使って 「２３円の ・テープ図、

式し、テープ図で乗法 ・２３円の３つ分だから ３つ分」だから、２３×３にな ・言葉の式

。の意味を確かめる。 かけ算でいい。 ることをしっかりとらえさせる

、２ 課題把握 ・２０×３との違いを話し合わせ

本時の追求課題を把握させる。

２３×３の計算のしかたを考えよう。10
分

・今日はかけられる数が

何十何の計算をする。

３ 解決の見通し

見 ・答えの見積もりをする。 ・２０×３＝６０で６０ ・予想が出ないときは、２３円は

通 円くらい。 何十円に近いかを考えさせる。

す ・６０円よりは高い。

・２３円だから、２０円

３ より３円分だけ高くな

分 る。
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４ 自力解決１ ・できない子には、テープ図と対 ・児童用模擬・ ⑩⑩ ⑩⑩ ⑩⑩

２３×３の計算を模擬 応させ、２３円ずつ３つ分並べ 貨幣①①① ①①① ①①①

つ 貨幣を使って表す。 させる。

① ① ①（仮説ア） ・ ⑩ ⑩ ⑩

① ① ①⑩ ⑩ ⑩

① ① ①

く

５ 集団解決１

（１）どのように表したか ・自力解決した結果を黒板使って ・拡大模擬貨

確認する。 確認させる。 幣

る

（２）代金を確認する。 ・１０円玉６個で６０円 ・数えたりたし算を用いたりして、

１円玉９個で９円。あ 代金を出させる。

わせて６９円。

・ ＋ ＋ ＝ 円23 23 23 69

６ 自力解決２ ・⑩⑩ ・ この模擬貨幣の考えを今まで ２位数×１位数 ・児童用模擬「

並べられた模擬貨幣を見 ⑩⑩ ×３ に習ったかけ算の式に表せない （部分積がみな１け 貨幣20 =60
て、計算のしかたを考え ⑩⑩ だろうか 」と投げかける。 た）の計算を、既習。

る （仮説イ） ①①① ・図や式、言葉で書かせる。 の方法をもとに考え。

①①① ３×３ ている （考え方）=9 。

◎他の方法で考えさせ、説明を書 Ａ２つ以上の方法で答①①①

かせる。 えを出し、説明できあわせて

る。６０＋９＝６９

▲模擬貨幣を１０円、１円の種類 Ｂ１つの方法で答えを

ごとに並べ、それぞれの金額を 出すことができる。

（ 、 、 ）求める式を書かせる。 観察 ノート 発言

７ 集団解決２

１ 解決結果を交流する ・拡大模擬貨（ ） 。

幣

（２）２３×３の計算のし ・２３×３ ・模擬貨幣の図と結びつけて理解

かたをまとめる。 を確実にさせる。

20 3
２０×３＝６０

３×３＝ ９

あわせて

６０＋９＝６９

被乗数を位ごとに分（３）適用問題を解く。 ・３２×３ ・問題文の□に３２を入れる。

け、乗数をかけてその３２×３ ・早く終わった子には、貨幣の図

部分積をたして答えを（仮説ア） も書かせ、答えを確認させる。30 2
求めることができる。25 ３０×３＝９０

分 ２×３＝ ６

あわせて

９０＋６＝９６

８ 学習のまとめ

ま ２３×３のような計算は、２３を２０と３のよう ・十、一の各位ごとに計算して最

に分けて計算します。 後にたせばよいという新しい考

と えを理解させ、次の筆算につな

げる。

め ・今日の考えを繰り返し言わせ、

定着させる。

る

９ 学習の振り返り

７ ・感想ノートを使って自己 ・２３を２０と３に分け ・今日の学習で分かったことを中 ・感想ノート

分 評価する。 て計算すればよいこと 心に記述させる。

が分かった。 ・本時のがんばりをたたえ、次時

・次もがんばろう。 への意欲化を図りたい。
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（４）板書計画

１まい２３円の色画用紙を３ま ２３×３の計算のしかたを考 ２３×３のような計算は、２３を２０

い買うと だい金はいくらですか えよう。 と３のように分けて計算します。、 。

⑩⑩ ⑩⑩ ⑩⑩ ２３×３ ３２×３

①①① ①①① ①①①

23 23 23 69 20 3 30 2円＋ 円＋ 円＝ 円

０ １ ２ ３（まい）

２０×３＝６０ ３０×３＝９０

１つ分 × いくつ分 ＝ 全体 ⑩⑩ ３×３＝ ９ ２×３＝ ６

⑩⑩ ２０×３＝６０ あわせて あわせて１まいのねだん 買った数 だい金

２３ × ３ ⑩⑩ ６０＋９＝６９ ９０＋６＝９６

答え６９円 ①①①

①①① ３×３＝９

答えの予想 ①①① あわせて６０＋９＝６９

２０×３＝６０

６０円より高い。
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５ 本時の指導

＜こまちコース＞

（１）目標

・２位数×１位数の計算では、被乗数を位ごとに分け、乗数をかけてその部分積をたして計算することを

理解する。

（２）本時の考え方
本時は、次の３つの算数的活動に取り組ませる。

、 。 、 、１つめは 問題場面である × のテープ図を書く活動である これは 乗法が用いられる場面について23 3
ことばの式と対応させながら、自ら考えることができるようにするための補助的な活動である。テープ図につ
いては本単元の第１時でも扱うので、一人一人が自分で書くことができるように丁寧に指導していきたい。見
通す段階において、答えの見積もりを考える手助けになることも理解させていきたい。
２つめは、 × の計算のしかたを模擬貨幣や式を用いて考える活動である。本時は、次時で学習する筆23 3

算の形式につながる学習であるが、単に筆算のしかたを身につけるだけではなく、計算の原理や手順について
の理解を深めることが大切である。そこで、児童自らが、模擬貨幣や数を操作することで、これらの理解を深
めることになると考える。この際、操作して答えを導くだけでなく、操作したことを式に表すことで、計算の
原理に気付くように配慮したい。
さらに、適用問題では、被乗数を位ごとに分け、乗数をかけてその部分積をたして計算することができるこ

とを確かめるために、 × の問題を考えさせたい。32 3

（３）展開

段階 学習活動 予想される 指導上の留意点・手だて 評価規準 準備

（ ）算 数的 活動 児童の反応 具体の評価規準 評価方法◎Ｂに到達した子への手だて

▲Ｂに到達しない子への手だて

○前時想起

・ 円の色画用紙を ・ × ＝ だから ・テープ図とことばの式を対 ・テープ20 3 20 3 60
枚買ったときの代金を 円。 応させながら確認する。 図60
求める。 ・ことば

の式

１ 問題把握

１まい 円の色画用紙 ・問題文23
つ を、 まい買いました。3

。だい金はいくらですか
か ・前時のテープ図と比較し、 ・テープ

（１）問題場面をテー かけ算の式でできることを 図

む プ図で表す。 確認する。

・全員ができるように、ワー

クシートに書かせる。

（２）立式をする。 ・ × になる。 ・ことばの式で確認する。 ・ことばの23 3
式

（３） 前時との違いを考 ・かけられる数が何

える。 十という数ではな
い。

・九九では計算でき

ない。
２ 課題把握

。23 3× の計算のしかたを考えよう

( けた) ( けた）2 1
８分

３ 解決の見通し

見 （１）答えの見積もりをす ・ × よりは大 ・２つのテープ図を見比べて20 3
る。 きくなるから 円 考えるように指示する。60

通 より高い。

23 20・ 円だから

す 円より、３円分

だけ高くなる。

２ 解決方法を見通す ・たし算を使う。 ・自分が解決する方法を決め（ ） 。

・お金を使う。 て、自力解決に入らせる。

・九九を使う。

５分
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４ 自力解決

× の計算の ア たし算で考えた ・アの考えの児童には、かけ ・児童用23 3 。

しかたを考える。 算で求める方法にも取り組 模擬貨23+23+23=69
むよう声をかける。 ２位数×１位数の計算を 幣

イ 円玉の数と ・イの模擬貨幣の操作で答え 既習の方法をもとに考え10
円玉の数をか を求めることができた児童 ている。1

つ け算で求めてか には 式で説明を書かせる （考え方）、 。

。らたし算をした

◎式を立てて、計算の手順を Ａ ２つ以上の方法で考えを出20 3 60× ＝

、 。く × ＝3 3 9 ノートにまとめさせる。 し 説明することができる

60 9 69＋ ＝

▲前時に行ったＢの模擬貨幣 Ｂ １つの方法で答えを出し

を操作する方法を掲示等を ている。る ウ を と に23 20 3
、 、 ）分けて、それぞれ 用いて思い出させる。 行動観察 ノート 発表（

に をかけた。3
× ＝ ・終わった児童には、他の方20 3 60
× ＝ 法にも取り組ませる。3 3 9

60 9 69＋ ＝

５ 集団解決

（１）解決結果を発表する ・どの方法でも答えが 円に ・模擬貨69
なることを確認する。 幣

（２）イとウの共通点を話 どちらも を２つ・ 23
し合う。 に分けて計算して

いる。

・十の位と一の位に分

けている。

（３） × の計算のし23 3
かたをまとめる。

× ＝ ・ × の計算のしかたを、20 3 60 23 3
× 十の位と一の位に分けてノ23 3

× ＝ ートにまとめさせる。3 3 9
あわせて ・計算の手順を唱えさせなが69

ら、ノートに書かせる。

・模擬貨

被乗数を位ごとに分け、（４）適用問題を解く。 ・ × ＝ ・ × の計算のしかたと同30 3 90 23 3
× の計算をする × ＝ じように書かせる。 幣32 3 2 3 6。 乗数をかけてその部分積を

ができる。90 6 96＋ ＝ ・模擬貨幣を用いて、答えを

確かめる。

分20
ま ６ 学習のまとめ

と ２けた×１けたの計算は、十の位
め と一の位に分けて計算する。

７分

い ７ 練習 ・ノートに書かずに、板書を

か ・ × の計算をする。 見ながら手順を唱えて計算42 2
す させる。

・感想カ

８ 学習の振り返り ード

・感想カードを使って自

己評価をする。
５分
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（４）板書計画
問題 課題 まとめ

１まい 円の色画用紙を、 まい × の計算のしかたを考えよう けた× けたの計算は、十の位23 3 23 3 2 1

買いました。 と一の位に分けて計算する。( けた） （ けた)2 1
20 3 60だい金はいくらですか。 たし算 × ＝・

23 3□円 ・お金を使う ×

3 3 9２３円 ２３円 ２３円 ・九九を使う × ＝

69あわせて

たしかめA Bたし算で考えた お金で考えた

10 10 1 1 1 10 10 10 1 123+23+23=69 ○○ ○○○ ○○○ ○○30 3 90× ＝

10 10 1 1 1 10 10 10 1 10 １ ２ ３（ ）まい ○○ ○○○ ○○○ ○○32 3×
10 10 1 1 1 10 10 10 1 1○○ ○○○ ○○○ ○○2 3 6× ＝

式 ２３ × ３ ＝ ６９ を と に あわせて 円 円C 23 20 3 96 90 660 9円 円

×買った数＝だい金 分ける 円１まいのねだん 円69 96
練習20 3 60 20 3 60× ＝ × ＝

3 3 9 3 3 9 40 2 40よそう ２０×３＝６０だから × ＝ × ＝ × ＝

60 9 69 60 9 69 42 2６０円より高い ＋ ＝ ＋ ＝ ×

2 2 4× ＝

69 44答え 円 あわせて


